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概要

このドキュメントでは、Cisco CallManager の一般的な米国ダイヤル プランの設定手順について
説明します。

前提条件

要件

北米番号計画(NANP)に関する知識があることが推奨されます。

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、Cisco CallManager バージョン 11.0 以降に基づくものです。

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。

背景説明

国のダイヤル プランの開発は複雑なプロセスです。幸いなことに、北米に導入されたCisco
CallManagerは、@記号を使用して、NANPを構成するさまざまなパターンを表すことができます
。このドキュメントでは、@ 記号は、複数のパターンを表すのでマクロと呼びます。このドキュ
メントでは、@ マクロの動作とルート フィルタを使用する方法を説明します。



ワイルドカードとNANPでカバーされる可変長パターンは次のとおりです。

緊急番号911●

その他のサービス番号●

市内番号●

国番号●

国際番号●

フリーダイヤル●

有料番号●

設定

ルートパターン設定

ルートパターンを設定するには、次の手順に従います。

注：通常、米国では、企業ユーザは外線を取得してセカンダリダイヤルトーンを期待するた
めに9をダイヤルします。

[Cisco CallManager Administration]ページで、[Call Routing] > [Route/Hunt] > [Route
Pattern]を選択します。

1.

「新規追加」をクリックします。このウィンドウが表示されます。2.



外部へのアクセスを有効にするゲートウェイ/ルートリストを選択します。3.
先頭の9をダイヤルした後にセカンダリダイヤルトーンを聞きたい場合は、[外部ダイヤルト
ーンを提供する]チェックボックスをオンにし、[挿入]をクリックします。注：ルートフィル
タの詳細については、ルートフィルタの設定を参照してください。このドキュメントの「
NANPからの一部のコールの制限」セクション

4.

911 のためのルートパターン追加

最後のセクションの設定では、ユーザは911をダイヤルする前に前の9をダイヤルする必要があり
ます。ただし、911だけに別のルートパターンを追加できるため、ユーザが前の9をダイヤルしな
い場合もコールは接続されます。次の設定例に示すように、911（先頭の9を除く）に2番目のル



ートパターンを追加できます。

[ルートパターン]フィールドに911と入力します。1.
適切なゲートウェイ/ルートリストを選択して、電話会社に到達します。2.
この場合、すべてのディジットを公衆電話交換網(PSTN)に送信するため、[Discard Digits]が
<None>に設定されていることを確認します。

3.



ルートフィルタの設定：NANPからの一部のコールの制限

注意すべき重要な点は、@ワイルドカードを使用すると、NANPでカバーされているすべてのパ
ターンにアクセスできることです。異なる番号へのアクセスと制限を操作するには、NANPとル
ートフィルタの基本的な知識が重要です。ルートフィルタの仕組みを理解するために、次に例を
示します。

注：「@」パターンが次に示すルートパターンをカバーしていると仮定します。

ルート パターン 例 TAG
[2-9]11 411 911 サービス
[2-9]XX[2-9]XX
XXXX 10桁ダイヤリング LOCAL-AREA-CODE OFFICE CODE SUBSCRIBER

01 1 3[0-469]! 国際ダイヤル INTERNATIONAL-ACCESS INTERNATIONAL-DIRECT-DIAL COUNTRY-
CODE NATIONAL-NUMBER

ルートパターン設定でルートフィルタが指定されていない場合、テーブルにリストされているす
べてのルートパターンは9.@ルートパターンの一部になります。ただし、国際番号へのアクセス
を拒否する場合は、International-Access句を拒否するルートフィルタを使用し、このルートフィ
ルタをルートパターン9.@に適用する必要があります。ルートフィルタ設定では、NANPの一部
であるダイヤルプランごとに句が存在します。要件ごとに明示的に追加または拒否できます。

ルートフィルタを設定するには、次の手順を実行します。

[Call Routing] > [Route Filter] > [Add New]を選択します。1.

ダイヤルプランとして[North American Numbering Plan]を選択し、[Next]をクリックします
。

2.



ルートフィルタに名前を付けます。

このルートフィルタで、International-Access句の値「DOES-NOT-EXIST」を選択します。
ルートフィルタをルートパターンに適用すると、すべての国際コールがブロックされます。
すべての条項とその影響をより詳しく理解するには、ルートフィルタ設定ページでトップメ
ニューの[Help] > [This page]リンクを使用します。注：北米以外の場合や、他の特別なダイ
ヤルプランが必要な場合は、「CallManagerルートパターンの可変長ダイヤルプランのサポ
ート – 国内ダイヤルプランをカバーするルートパターンの設計の演習」で指定されているガ

3.

/content/en/us/support/docs/voice-unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/6361-dp-isdn-gateway.html
/content/en/us/support/docs/voice-unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/6361-dp-isdn-gateway.html


イドラインを使用して国のダイヤルプランをを調します。すべての可変長パターンに一致す
るワイルドカード。国際化ダイヤルプランの場合は、International Dial Plan Software
Downloads(登録ユーザ専用)からインストールファイルをダウンロードし、北米以外の国に
固有の番号計画を提供するために必要な番号をCisco CallManagerにインストールできます
。

トラブルシュート

現在、この設定に関する特定のトラブルシューティング情報はありません。

確認

現在、この設定に使用できる確認手順はありません。

関連情報

音声に関する技術サポート●

音声と IP 通信製品サポート●

Cisco IP Telephony のトラブルシューティング●

テクニカル サポートとドキュメント – Cisco Systems●
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